
平
成
十
九
年
十
一
月
十
二
日
提
出

質

問

第

二

一

〇

号

元
国
連
上
級
民
政
官
の
給
油
活
動
延
長
問
題
等
に
つ
い
て
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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元
国
連
上
級
民
政
官
の
給
油
活
動
延
長
問
題
等
に
つ
い
て
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

か
つ
て
国
連
の
上
級
民
政
官
と
し
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
復
興
に
携
わ
り
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
四
年

ま
で
日
本
政
府
代
表
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
軍
閥
解
体
を
指
揮
し
た
伊
勢
崎
賢
治
東
京
外
国
語
大
学
教
授
が
毎
日
新
聞
社

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
の
一
環
と
し
て
い
わ
ゆ
る
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
を
根
拠
と
し
て
本
年
十

一
月
ま
で
行
わ
れ
た
、
イ
ン
ド
洋
上
に
お
け
る
我
が
国
の
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
給
油
活
動
（
以
下
、

「
給
油
活
動
」
と
い
う
。
）
の
延
長
に
対
し
て
種
々
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
八
日
付
の
毎
日
新
聞
夕
刊
二

面
に
、
そ
の
伊
勢
崎
教
授
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
以
下
、
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
内
容
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
中
で
、
伊
勢
崎
教
授
は
「
給
油
活
動
」
に
つ
い
て
「
給
油
は
ロ
ジ
で
も
最
も
目
立
た
ず
、
民
間
で

も
で
き
る
仕
事
。
国
連
の
軍
事
作
戦
も
民
営
化
し
て
い
る
ご
時
勢
だ
か
ら
。
そ
ん
な
民
間
で
で
き
る
こ
と
を
官
が
や
る
の
は

日
本
く
ら
い
か
も
し
れ
な
い
。
自
衛
隊
を
送
ら
な
き
ゃ
、
と
い
う
国
内
政
局
か
ら
で
し
ょ
。
発
想
が
逆
な
ん
で
す
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
右
の
伊
勢
崎
教
授
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。
ア
フ
ガ
ン
支
援
の
内
容
云
々
よ
り
も
自
衛
隊
の

派
遣
そ
の
も
の
が
我
が
国
の
目
標
に
な
り
、
民
間
で
も
で
き
る
「
給
油
活
動
」
に
自
衛
隊
を
従
事
さ
せ
て
い
る
と
い
う
伊
勢

一



崎
教
授
の
指
摘
に
対
し
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
伊
勢
崎
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
事
実
が
あ
る

か
。

二

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
中
で
、
伊
勢
崎
教
授
は
小
泉
純
一
郎
元
首
相
が
最
初
に
決
定
し
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
の
自
衛
隊
派

遣
に
つ
い
て
、
「
小
泉
さ
ん
が
最
初
に
や
っ
た
自
衛
隊
派
遣
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
国
連
の
ブ
ル
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
平
和
維

持
部
隊
）
。
ロ
ジ
の
た
め
、
施
設
部
隊
約
六
百
人
を
送
っ
た
け
ど
、
ニ
ー
ズ
は
全
く
な
か
っ
た
。
僕
が
現
地
に
い
た
そ
の
二

年
前
は
、
自
衛
隊
が
し
て
い
た
橋
や
道
路
の
補
修
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
や
ら
せ
て
い
ま
し
た
か
ら
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
右
の
伊
勢

崎
教
授
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
た
我
が
国
の
自
衛
隊
に
対
し
て
現
地
で
の

ニ
ー
ズ
は
全
く
な
く
、
自
衛
隊
が
担
当
し
て
い
た
橋
や
道
路
の
補
修
を
以
前
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
担
当
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ

る
か
。

三

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
中
で
、
伊
勢
崎
教
授
は
「
給
油
活
動
」
の
延
長
を
巡
る
我
が
国
国
内
で
の
論
議
に
触
れ
、
「
テ
ロ

リ
ス
ト
の
気
を
引
く
よ
う
な
も
の
で
す
。
日
本
は
中
立
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
ひ
び
が
入
り
、
ア
メ
リ
カ
に
政
治
的
影
響
が
あ

る
、
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
日
本
を
狙
え
ば
い
い
と
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は
考
え
る
。
〇
一
年
か
ら
の
国
策
で
ア
フ
ガ
ン
で
働
い

て
き
た
、
百
人
は
下
ら
な
い
日
本
人
（
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
ら
）
が
確
実
に
狙
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
右
の
伊
勢
崎

二



教
授
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。
「
給
油
活
動
」
の
延
長
を
巡
る
論
議
並
び
に
与
野
党
対
立
に
よ
り
、
テ
ロ

リ
ス
ト
の
注
意
を
引
き
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
働
い
て
き
た
我
が
国
邦
人
が
標
的
に
さ
れ
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
か
。

四

一
と
二
並
び
に
三
で
、
伊
勢
崎
教
授
が
指
摘
し
た
よ
う
な
事
実
、
可
能
性
が
あ
る
と
政
府
が
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、

そ
れ
は
国
費
の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、
か
つ
、
我
が
国
の
国
益
を
著
し
く
損
ね
る
も
の
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
政
府
の
見
解

如
何
。

五

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
中
で
、
伊
勢
崎
教
授
は
「
給
油
な
ど
よ
り
、
米
国
の
た
め
に
治
安
分
野
を
立
て
直
せ
ば
日
米
関
係

は
悪
く
な
ら
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
の
武
装
解
除
を
完
了
さ
せ
た
日
本
に
米
国
は
頭
が
上
が
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
（
ア
フ
ガ
ン
か
ら
外
国
軍
が
出
て
い
く
た
め
の
）
土
台
で
あ
る
治
安
維
持
の
分
野
に
、
日
本
政
府
代
表
を
送
り
込
む
こ
と

で
す
。
」
と
提
言
し
て
い
る
が
、
右
伊
勢
崎
教
授
の
提
言
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
中
で
、
一

般
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
リ
バ
ン
や
軍
閥
に
も
我
が
国
が
「
給
油
活
動
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
空
軍
も
海
軍
も
持
た
ず
、
ゲ
リ
ラ
戦
が
主
流
で
あ
る
タ
リ
バ
ン
に
対
峙
す
る
の
な
ら

ば
、
「
給
油
活
動
」
を
行
う
よ
り
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
民
政
安
定
等
を
通
じ
た
治
安
分
野
の
建
て
直
し
こ
そ
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
テ
ロ
対
策
に
直
結
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
並
び
に
我
が
国
の
国
益
に
最
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
る

三



が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


